
木
村
俊
夫
教
授
略
歴
・
著
作
目
録

��昭
和
四
八
年
三
月

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

(

法
学
士)

昭
和
四
八
年
四
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

昭
和
五
〇
年
三
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

(

法
学
修
士)

昭
和
五
〇
年
四
月

九
州
大
学
文
部
教
官
法
学
部
助
手

(

昭
和
五
一
年
三
月
ま
で)

昭
和
五
一
年
四
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学

昭
和
五
三
年
四
月

西
日
本
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

(

昭
和
六
〇
年
三
月
ま
で)

昭
和
五
四
年
三
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

昭
和
五
四
年
四
月

九
州
大
学
文
部
教
官
法
学
部
助
手

(

昭
和
五
五
年
三
月
ま
で)

昭
和
五
六
年
四
月

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

(
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で)

昭
和
五
七
年
四
月

八
幡
大
学
法
経
学
部
講
師

(

憲
法)

昭
和
六
〇
年
四
月

八
幡
大
学
法
経
学
部
助
教
授

(

憲
法)

昭
和
六
〇
年
四
月

久
留
米
工
業
大
学
非
常
勤
講
師

(

昭
和
六
二
年
三
月
ま
で)

昭
和
六
一
年
四
月

福
岡
大
学
非
常
勤
講
師

(

昭
和
六
三
年
三
月
ま
で)

平
成

元
年
四
月

九
州
国
際
大
学

(

改
称)

法
経
学
部
助
教
授

(

憲
法)
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平
成

元
年
八
月

在
外
研
究

(

西
独
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
留
学
、
指
導
教
官
ウ
ル
リ
ヒ
・
カ
ル
ペ
ン
教
授)

(

平
成
二
年
八
月

ま
で)

平
成

三
年
四
月

九
州
国
際
大
学
法
経
学
部
教
授

(

憲
法
・
法
学)

平
成

三
年
四
月

九
州
産
業
大
学
非
常
勤
講
師

(

平
成
四
年
三
月
ま
で)

平
成

五
年
四
月

福
岡
教
育
大
学
非
常
勤
講
師

(

平
成
八
年
三
月
ま
で)

平
成

六
年
四
月

九
州
国
際
大
学
法
学
部

(

名
称
変
更)

教
授

(

憲
法)

平
成

七
年
八
月

九
州
国
際
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻

(

修
士
課
程)

基
本
的
人
権
論
特
殊
研
究
Ｍ
合�
適
格
判
定

文

部
省
大
学
設
置
・
学
校
審
議
会

平
成

八
年
四
月

九
州
国
際
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

(

基
本
的
人
権
論
特
殊
研
究)

平
成
一
〇
年
四
月

西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

(

平
成
一
一
年
三
月
ま
で)

平
成
一
一
年
四
月

九
州
国
際
大
学
大
学
評
議
会
評
議
員

平
成
一
二
年
四
月

九
州
国
際
大
学
人
権
委
員
会
委
員

(

平
成
一
六
年
三
月
ま
で)

平
成
一
五
年
一
月

九
州
国
際
大
学
社
会
文
化
研
究
所
長

(
平
成
一
七
年
八
月
三
一
日
ま
で)

平
成
一
五
年
一
月

九
州
国
際
大
学
人
事
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
八
月
三
一
日
ま
で)

平
成
一
六
年
四
月

北
九
州
市
立
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
非
常
勤
講
師

(

平
成
一
七
年
三
月
ま
で)

平
成
一
七
年
四
月

九
州
国
際
大
学
個
人
情
報
保
護
委
員
会
常
任
委
員

(
大
学
専
門
委
員
会
委
員
長)

平
成
一
七
年
四
月

九
州
産
業
大
学
非
常
勤
講
師

平
成
一
九
年
三
月

九
州
国
際
大
学
名
誉
教
授
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平
成
一
九
年
四
月

熊
本
大
学
法
学
部
教
授

平
成
二
一
年
四
月

熊
本
県
立
大
学
非
常
勤
講
師

(

平
成
二
五
年
三
月
ま
で)

����日
本
公
法
学
会
会
員

九
州
法
学
会
会
員

九
州
公
法
判
例
研
究
会
会
員

宗
教
法
学
会
会
員

比
較
憲
法
学
会
会
員

(

平
成
一
一
年
一
〇
月
よ
り
理
事
、
平
成
二
七
年
一
〇
月
よ
り
副
理
事
長)

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
会
員

������共

著

一

手
島
孝
編

『

憲
法
新
版』

昭
和
五
三
年
三
月

青
林
書
院

(

九
二
頁
〜
一
〇
三
頁)

二

石
橋
主
税
編

『

男
女
平
等
の
新
時
代』

平
成
元
年
五
月

法
律
文
化
社

(

八
七
頁
〜
九
九
頁)

三

｢

国
家
の
宗
教
的
中
立
性
原
理

西
ド
イ
ツ
の
理
論
を
中
心
と
し
て

｣

平
成
元
年
一
一
月

創
文
社

『

法
と
国

家
の
基
礎
に
あ
る
も
の』

(

水
波
朗
教
授
退
官
記
念)

(

四
九
九
頁
〜
五
二
三
頁)
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四

手
島
孝
監
修
・
安
藤
高
行
編

『

基
本
憲
法
学』

平
成
四
年
三
月

法
律
文
化
社

(

一
九
五
頁
〜
二
一
七
頁)

五
｢

ハ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
に
つ
い
て｣

平
成
五
年
三
月

法
律
文
化
社

『

公
法
学
の
開
拓
線』

(

手
島
孝
教
授
還
暦
記
念)

(

一

八
五
頁
〜
二
〇
九
頁)

六

｢
言
論
の
自
由
と
基
本
権
の
第
三
者
効
力｣

平
成
八
年
二
月

信
山
社
・
栗
城
寿
夫
・
戸
波
江
二
・
根
森
健

『

ド
イ
ツ
の

憲
法
判
例』

(

一
二
六
頁
〜
一
三
〇
頁)

七

手
島
孝
監
修
・
安
藤
高
行
編

『

基
本
憲
法
学

[

第
二
版]』

平
成
一
〇
年
三
月

法
律
文
化
社

(

一
八
六
頁
〜
二
〇
九

頁)

八

｢

所
有
権
と
し
て
の
使
用
賃
借
人
の
占
有
権｣

平
成
一
一
年
五
月

信
山
社
・
栗
城
寿
夫
・
戸
波
江
二
・
石
村
修
編

『

ド

イ
ツ
の
最
新
憲
法
判
例』

(
二
八
三
頁
〜
二
八
八
頁)

九

安
藤
高
行
編

『

憲
法
二』
平
成
一
三
年
四
月

法
律
文
化
社

(

一
頁
〜
四
六
頁)

一
〇

手
島
孝
監
修
・
安
藤
高
行
編

『
新
基
本
憲
法
学』

平
成
一
四
年
一
月

法
律
文
化
社

(

四
二
頁
〜
五
九
頁)

一
一

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
会
内
部
の
労
働
法
関
係
の
憲
法
学
的
考
察

教
会
の
自
律
権
の
憲
法
上
の
保
障
を
中
心
と
し

て

｣

平
成
一
五
年
三
月

法
律
文
化
社

『

新
世
紀
の
公
法
学』

手
島
孝
先
生
古
希
祝
賀
論
集

(

一
四
三
頁
〜
一
七

〇
頁)

一
二

手
島
孝
監
修
・
安
藤
高
行
編

『

憲
法
新
教
科
書』
平
成
一
九
年
二
月

法
律
文
化
社

(

一
五
九
頁
〜
一
六
七
頁
、
二
一

六
頁
〜
二
三
〇
頁)

一
三

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
般
平
等
取
扱
法
に
つ
い
て
の
憲
法
学
的
考
察｣

平
成
二
四
年
三
月

曽
我
部
真
裕
・
幸
坂
幸
一
編

大
石
眞
先
生
還
暦
記
念

『

憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開

(

下
巻)』

信
山
社

(
四
六
三
頁
〜
四
八
五
頁)

略歴・著作目録
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一
四

安
藤
高
行
編

『

エ
ッ
セ
ン
ス
憲
法』

平
成
二
四
年
四
月

法
律
文
化
社

(

二
〇
八
頁
〜
二
一
九
頁)

����一

｢
第
三
者
効
力
論｣

昭
和
五
〇
年
一
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
論
文

(

未
公
刊)

二

｢『

基
本
権
の
第
三
者
効
力』

理
論
の
再
検
討｣

昭
和
五
二
年
九
月

九
州
大
学

｢

九
大
法
学｣

第
三
四
号

(

二
九
頁
〜

五
九
頁)

三

｢

シ
ュ
ワ
ー
ベ
の
基
本
権
効
力
理
論｣

昭
和
五
五
年
九
月

九
州
大
学

｢

九
大
法
学｣

第
四
〇
号

(

一
頁
〜
七
一
頁)

四

｢

サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
控
訴
審
判
決｣

昭
和
五
六
年
九
月

九
州
大
学

｢

法
政
研
究｣

第
四
八
巻
第
一
号

(

一

七
三
頁
〜
一
八
〇
頁)

五

｢『

基
本
権
の
意
味
変
化』
(������������������������������)
に
つ
い
て｣

(

一)

、(

二)

昭
和
五
八
年
一
二
月

八
幡
大
学

｢

八
幡
大
学
論
集｣

(

一)
第
三
四
巻
第
三
号

(

四
六
頁
〜
六
八
頁)

昭
和
五
九
年
七
月

(

二)

第
三
五

巻
第
一
号

(

五
六
頁
〜
八
三
頁)

六

｢

日
蓮
正
宗
管
長
地
位
不
存
在
確
認
請
求
事
件
第
一
審
判
決｣

昭
和
六
〇
年
二
月

九
州
大
学

｢

法
政
研
究｣

第
五
一
巻

第
二
号

(

四
一
一
頁
〜
四
一
八
頁)

七

｢

宗
教
団
体
の
自
治
権
と
司
法
審
査｣

(

一)

昭
和
六
〇
年
一
二
月

八
幡
大
学

｢

八
幡
大
学
論
集｣

第
三
六
巻
二
・
三

号
合
併
号

(

四
七
頁
〜
七
〇
頁)

八

｢

傾
向
経
営
に
お
け
る
政
治
的
信
条
を
理
由
に
す
る
解
雇｣
昭
和
六
三
年
一
月

ジ
ュ
リ
ス
ト

｢

憲
法
判
例
百
選
Ⅰ

[

第

二
版]｣

(

四
六
頁
〜
四
七
頁)
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九

｢

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
と
教
育
に
関
す
る
憲
法
上
の
諸
問
題｣

平
成
元
年
三
月

宗
教
法
学
会

｢

宗
教
法｣

第
八
号

(

一
二
七
頁
〜
一
四
七
頁)

一
〇

｢

法
律
の
明
確
性｣

平
成
六
年
四
月

別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ

｢

憲
法
Ⅱ

[

基
本
的
人
権]

(

第
三
版)｣

(
二
三
二
頁
〜
二
三
三
頁)

一
一

｢

傾
向
経
営
に
お
け
る
政
治
的
信
条
を
理
由
に
す
る
解
雇｣

平
成
六
年
九
月

ジ
ュ
リ
ス
ト

｢

憲
法
判
例
百
選
Ⅰ

[

第
三

版]｣
(

六
二
頁
〜
六
三
頁)

一
二

｢

宗
教
法
人
の
檀
徒
の
地
位
を
め
ぐ
る
紛
争
と
法
律
上
の
争
訟｣

平
成
八
年
六
月

ジ
ュ
リ
ス
ト

｢

平
成
七
年
度
重
要
判

例
解
説｣

(

六
頁
〜
七
頁)

一
三

｢

使
用
賃
貸
借
さ
れ
た
住
居
の
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
の
意
味
で
の
所
有
権
と
し
て
の
使
用
賃
借
人
の
占
有
権｣

平
成

八
年
九
月

｢

自
治
研
究｣
第
七
二
巻
第
九
号

(

一
二
六
頁
〜
一
三
二
頁)

一
四

｢

情
報
公
開
制
度｣

平
成
一
〇
年
一
〇
月

｢

広
報
福
間｣

一
九
九
八
年
一
〇
月
号

(

一
〇
頁
〜
一
一
頁)

一
五

｢

信
教
の
自
由

(

個
人
の
宗
教
の
自
由)｣

平
成
一
一
年
六
月

ジ
ュ
リ
ス
ト
・
大
石
眞
・
高
橋
和
之
編

｢

憲
法
の
争
点

[

第
三
版]｣
(

八
八
頁
〜
八
九
頁)

一
六

｢

人
権
の
観
念
と
国
家
観

ド
イ
ツ
の
基
本
権
観
を
モ
デ
ル
と
し
て

｣

平
成
一
一
年
一
〇
月

比
較
憲
法
学
会

｢

比
較
憲
法
学
研
究｣

第
一
一
号

(

三
七
頁
〜
五
四
頁)

一
七

｢

学
校
教
育
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る

｣

平
成
一
二
年
三
月

九
州
国
際
大
学

｢

九

州
国
際
大
学
法
学
論
集｣

第
七
巻
第
一
号

(

一
頁
〜
四
頁
、
五
三
頁
〜
六
四
頁)

一
八

｢

傾
向
経
営
と
政
治
的
信
条
を
理
由
に
す
る
解
雇

日
中
旅
行
社
事
件｣

平
成
一
二
年
九
月

ジ
ュ
リ
ス
ト

｢

憲
法
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判
例
百
選
Ⅰ

[

第
四
版]｣

(

六
八
頁
〜
六
九
頁)

一
九

｢

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る

『

リ
ュ
ー
ト
事
件』

の
深
層

ユ
ダ
ヤ
人
ジ
ュ
ー
ス
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
裁

判
を
め
ぐ
っ
て｣

平
成
一
三
年
七
月

九
州
大
学

｢

法
政
研
究｣

安
藤
教
授
・
河
野
教
授
還
暦
祝
賀
論
文
集

第
六
八
巻

第
一
号

(

二
三
七
頁
〜
二
六
九
頁)

二
〇

｢

ハ
ン
ブ
ル
ク
今
昔｣

平
成
一
五
年
七
月

九
州
国
際
大
学
社
会
文
化
研
究
所
報
第
六
号

(

一
頁
〜
二
頁)

二
一

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
会
内
部
の
労
働
法
関
係
の
憲
法
学
的
考
察

教
会
の
自
律
権
の
憲
法
上
の
保
障
を
中
心
と
し
て｣

平
成
一
六
年
一
一
月

宗
教
法
学
会

｢

宗
教
法｣

第
二
三
号

(

一
二
三
頁
〜
一
三
七
頁)

二
二

｢

労
働
組
合
の
統
制
権
と
政
治
活
動
の
自
由｣

平
成
一
九
年
三
月

ジ
ュ
リ
ス
ト
・
高
橋
和
之
・
長
谷
部
恭
男
・
石
川
健

治
編

｢

憲
法
判
例
百
選
Ⅱ

[
第
五
版]｣

(

三
二
六
頁
〜
三
二
七
頁)

二
三

｢

労
働
組
合
の
統
制
権
と
政
治
活
動
の
自
由｣

平
成
二
五
年
一
二
月

長
谷
部
恭
男
・
石
川
健
治
・
宍
戸
常
寿
編
ジ
ュ
リ

ス
ト

｢

憲
法
判
例
百
選
Ⅱ�[
第
六
版]｣

(

三
一
八
頁
〜
三
一
九
頁)

���学
会
発
表

一

｢

第
三
者
効
力
に
つ
い
て｣

昭
和
五
〇
年
一
一
月

九
州
法
学
会

(

於
、
九
州
大
学)

二

｢

サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
控
訴
審
判
決｣

昭
和
五
六
年
一
月

九
州
公
法
判
例
研
究
会

(

於
、
九
州
大
学)

三

｢

日
蓮
正
宗
管
長
地
位
不
存
在
確
認
請
求
事
件
第
一
審
判
決｣
昭
和
五
九
年
九
月

九
州
公
法
判
例
研
究
会

(

於
、
九
州

大
学)
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四

｢

国
家
の
宗
教
的
中
立
性
の
原
理

西
ド
イ
ツ
の
理
論
を
中
心
に
し
て

｣

昭
和
六
二
年
五
月

九
州
法
学
会

(

於
、
八
幡
大
学)

五

｢

傾
向
経
営
に
お
け
る
政
治
活
動
の
規
制｣

昭
和
六
二
年
九
月

九
州
公
法
判
例
研
究
会

(

於
、
九
州
大
学)

六

｢
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
と
教
育
に
関
す
る
憲
法
上
の
諸
問
題｣

昭
和
六
三
年
六
月

宗
教
法
学
会

(

於
、
早
稲
田
大

学)

七

｢

借
家
契
約
の
内
容
規
制
に
お
け
る
基
本
法
一
三
条
一
項
の
基
本
権
の
間
接
的
第
三
者
効
力｣

平
成
八
年
五
月

ド
イ
ツ

憲
法
判
例
研
究
会

(
於
、
大
阪
市
労
働
会
館)

八

｢

家
庭
暖
房
用
燃
料
現
金
補
償
事
件

補
償
計
画

(����������)
に
お
け
る
労
働
協
約
の
引
用

｣

平
成
八
年
一

一
月

九
州
公
法
判
例
研
究
会
(

於
、
西
南
学
院
大
学)

九

｢

人
権
の
観
念
と
国
家
観

ド
イ
ツ
の
基
本
権
観
を
モ
デ
ル
と
し
て

｣

平
成
一
〇
年
一
〇
月

比
較
憲
法
学
会

(

於
、
日
本
大
学)

一
〇

｢

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
国
旗
侮
辱
事
件｣
平
成
一
一
年
一
一
月

九
州
公
法
判
例
研
究
会

(

於
、
九
州
大
学)

一
一

｢

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る

『

リ
ュ
ー
ト
事
件』

の
深
層｣

平
成
一
二
年
六
月

九
州
法
学
会

(

於
、
九
州
国

際
大
学)

一
二

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
会
内
部
の
労
働
法
関
係
の
憲
法
学
的
考
察

教
会
の
自
律
権
の
憲
法
上
の
保
障
を
中
心
と
し
て

｣

平
成
一
五
年
一
一
月

宗
教
法
学
会

(

於
、
駒
澤
大
学)

一
三

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
傾
向
経
営
体
の
憲
法
学
的
考
察｣

平
成
一
七
年
一
二
月

九
州
大
学
工
房
会
研
究
会

(

於
、
九
州
大

学)
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����昭
和
六
〇
年
一
一
月

北
九
州
市
情
報
公
開
問
題
懇
話
会
委
員

(

小
委
員
会
委
員
長)

(

昭
和
六
一
年
一
二
月
ま
で)

平
成

七
年

七
月

大
野
城
市
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
審
議
会
委
員

(

会
長
職
務
代
理)

平
成

七
年

八
月

大
野
城
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長
職
務
代
理)

平
成

八
年
一
〇
月

北
九
州
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

(

平
成
一
七
年
五
月
よ
り
会
長)

平
成

八
年
一
一
月
五
日

北
九
州
市
役
所
平
成
八
年
度
部
長
研
修
講
演｢

人
権
の
現
状
と
課
題｣

(

於
、
北
九
州
市
職
員
研
修
所)

平
成

九
年

六
月

筑
紫
野
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

(

会
長)

(

平
成
一
一
年
五
月
ま
で)

平
成

九
年

九
月

筑
紫
野
市
情
報
公
開
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
八
月
三
一
日
ま
で)

平
成

九
年
一
〇
月

福
間
町
情
報
公
開
制
度
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
四
月
ま
で)

平
成
一
〇
年

一
月

春
日
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
専
門
研
究
会
会
員

(

平
成
一
三
年
三
月
三
一
日
ま
で)

平
成
一
〇
年

一
月
一
九
日

大
分
県
一
般
職
員
研
修
講
義｢

憲
法｣

(

於
、
大
分
県
職
員
研
修
所)

平
成
一
〇
年

四
月

筑
紫
野
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
八
月
三
一
日
ま
で)

平
成
一
〇
年

五
月

福
岡
県
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
一
月
よ
り
会
長)

平
成
一
一
年

一
月
二
一
日

福
岡
県
保
健
医
療
福
祉
総
合
研
修
講
演

｢

個
人
情
報
の
管
理

基
本
的
な
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

方｣
(

於
、
遠
賀
町
南
部
公
民
館)

平
成
一
一
年

二
月
一
七
日

山
口
県
由
宇
町
議
員
研
修
講
演

｢

政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

そ
の
理
念
と
実
際
の
運
用
上
の
問

題
点｣

(

於
、
由
宇
町
文
化
会
館)

平
成
一
一
年
一
一
月

福
間
町
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長
職
務
代
理
と
し
て
平
成
一
七
年
四
月
ま
で)
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平
成
一
二
年

三
月
二
五
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

学
校
教
育
の
な
か
の
子
供
た
ち

子
供
の
人
権
を
考
え
る｣

(

於
、
九
州
国
際
大

学
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー)

(

司
会)

平
成
一
三
年

二
月
八
日

福
岡
県
国
保
連
合
会
職
員
研
修
講
演

｢

個
人
情
報
保
護
の
基
本
法
制｣

(

於
、
福
岡
県
国
保
会
館)

平
成
一
三
年

四
月

春
日
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
三
年

四
月

大
野
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長
職
務
代
理)

平
成
一
四
年

四
月

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
組
合
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
四
年

四
月

春
日
・
大
野
城
衛
生
施
設
組
合
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
五
年

三
月

古
賀
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
五
年

三
月
三
一
日

志
摩
町
個
人
情
報
保
護
制
度
研
修
会
講
演

｢

個
人
情
報
保
護
法
制
に
お
け
る
基
本
原
理
と
運
用
上
の
要

点｣
(

於
、
志
摩
町
役
場)

平
成
一
五
年

六
月

直
方
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
五
年

六
月

直
方
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員

(

会
長)

平
成
一
六
年

九
月

大
野
城
市
男
女
共
生
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

(

平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
ま
で)

平
成
一
七
年

四
月

筑
紫
自
治
振
興
組
合
情
報
公
開
審
査
会
委
員

平
成
一
七
年

九
月
三
日

国
際
比
較
憲
法
会
議
二
〇
〇
五

｢
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
国
家
と
宗
教
共
同
体｣

(

二
〇
〇
五
・
九
・
二

〜
四)

に
お
い
て
司
会
を
務
め
る
。

平
成
一
七
年

九
月
五
日
、
六
日

第
三
回
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

於
、
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜)

に
参
加
。
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平
成
一
八
年

六
月

国
土
交
通
省
九
州
船
員
地
方
労
働
委
員
会
海
上
旅
客
運
送
業
最
低
賃
金
専
門
部
会
委
員

(

委
員
長)

平
成
一
八
年
一
〇
月

福
岡
県
防
犯
カ
メ
ラ
活
用
検
討
会
議
委
員

(

会
長)

平
成
二
二
年

三
月

熊
本
市
建
築
審
査
会
会
長

(

平
成
二
七
年
三
月
ま
で)

��平
成
一
四
年

四
月

大
野
城
市
市
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
表
彰

平
成
二
〇
年

五
月

福
岡
県
知
事
感
謝
状

平
成
二
四
年

七
月

大
野
城
市
市
制
施
行
四
〇
周
年
記
念
表
彰
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